



















(高山,     )､ 最近､ 中学校における特別支援教育の実
践報告も見受けられる｡ 中学校の通級指導教室主任とし
て体制整備に取り組んだ実践例 (月森､     )､ 教育相
談主任として､ 不登校対応から体制整備を行った実践例
(井上､     )､ 巡回相談を活用し､ 事例の理解を深めた
実践例 (大隅､     )､ スクールカウンセラーの関わり
から学校が指導組織として取り組むようになった実践例
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特別支援教育が本格的に実施され､ 体制整備が進められている｡ 中学校においても校内委員会の設置や特別支援教育
コーディネーターの指名などが小学校同様､ 高率で実施されている｡ しかし､ ｢中身はこれから｣ の状況が指摘されている｡
ことに､ 中学校の場合､ 教科担任制や生徒指導重視の学校システムがあり､ 特別支援の必要な生徒に対し､ 特別支援の
方策を充実させていくには､ 多くの課題がある｡ そこで､ 今回､ 養護教諭が学校体制の架け橋となって取り組んだアスペ
ルガー症候群の生徒の実践の検討を行った｡ この事例は､ 対人関係をうまく築けないことにより､ 集団に入ることに困難
が生じ､ 教室不適応を起こしたため､ 保健室を拠点に支援を行っていった｡ しかし､ 保健室での支援をめぐって教師間で
共通理解がもてなかった｡ スクールカウンセラーや専門機関との連携のもと､ 徐々に教師間の理解と対応が変わり､ 生徒
の変容が認められるようになった｡ こうした実践の経過を分析し､ 中学校における特別支援教育の課題が提示された｡





















(    ) も､ 教科担任制によって､ 特別支援教育を必要
とする生徒の全体像がつかみにくいことをあげている｡




















プ｣ とも言われ､ 通常の児童生徒の場合も､ 中学校進学
後の学校不適応状態の増加が見られるような発達の危機
でもあり､ この時期の環境変化の大きさを示している
(玉井,     )｡ その中で､ 自己評価の低さや自尊感情の
低さによる二次的な障害を考えていく必要性があげられ
る｡ 思春期は発達障害の子どもが二次障害を発現しやす
い年代である (齊藤､     ) が､ 親離れが進行し､ 友人
関係への没頭が始まる時期の特徴があるがゆえに､ 例え
ば広汎性発達障害の子どもたちは､ 被害的な感情や怒り､
















































小学校 (６年生) 中学校 (１年生)
担任制度 学級担任制 教科担任制
評価方法 絶対評価が中心 相対評価が中心













男児､ 第３子｡ 家族は､ 父・母・姉２人・祖父・祖母｡
妊娠中は､ 低置胎盤のため帝王切開の予定だったが､ 妊
娠  週､ 自然分娩で出生｡ 出産時特記事項無し｡ 生下時














































うとしなかった｡ ｢教室に行かないの？｣ と聞くと､ Ａ









































































































































































なった｡ また､ 診断を受けるにあたって､ スクールカウ
ンセラーより､ 学校での様子が文書で担当医に伝えられ
た｡ 受診後､ 担当医師より保護者に文書が届く｡ また､








年主任､ 担任教師､ 養護教諭であった｡ そこで確認され
たことは､ １. 特別支援学級への入級指導をしていく｡
２. 特別支援学級へ入級するまでは､ 保健室で過ごさせ
る｡ ３. 担任教師は出来るだけ､ Ａ男と触れ合う時間を












応答を行った｡ 養護教諭が､ ｢学校は楽しい？｣ という










・家庭の話をするときに､ ｢僕のねえさんは・・・｣ とか ｢僕のおねえちゃんは・・・｣ という話し方ではなく､
｢僕の姉は・・・・｣ など普通の生徒が日常の会話で使うような言葉使いではなく､ 妙に丁寧な言葉使いで話す｡
・下校中にＡ男に出会い､ 声をかけると､ ｢どなたでしたか？｣ という返事がかえってきた｡ 毎日保健室で一緒に
過ごしているのに､ 場所が変わるとわからないようであった｡
・図書室の本が借りたいと言ったときに､ 図書担当の先生に説明を依頼した､ 図書担当の教諭が ｢読みたい本を持っ




















































































































はいない｣ ことをＡ男に説明する｡ Ａ男は納得して､ 倒
れた洗濯機を自分で元通りにしていた｡



























て､ 電話してしまった｣ と答えた｡ 昨晩､ 担任教師と教
頭がＡ男に話していることもあるため､ それ以上話すこ
とはやめたが､ その日以来､ 女子生徒の家に電話をかけ

























える､ 他の子の話をきちんと聞く､ など､ 人との関わり
方を学ぶことができるのではないかと考え､ 提案したと
ころ､ Ａ男はそれに応じた｡




















































































































































近藤 (    ) は､ アスペルガー症候群の子どもたちは､
認知特性や対人関係場面における文脈の読みの苦手さを
背景にして生じる問題が周囲との不和を生み､ ｢本人の




























































あったために､ 学習支援の必要性を感じた｡ しかし､ 同
時に集団の中でも適応できるように自立の支援をしてい














































まり､ 安定するための場所が必要であった｡ それは､ 保
健室であるかもしれないし､ 相談室や図書室の場合もあ


































ど､ 専門家との連携もより一層望まれるが､ 同時に､ 研
修や小中の支援の継続性を整備していくことが求められ
る｡ さらに､ 保健室や相談室など､ 学校内のリソースを
どのように活用していくかの検討も求められる｡ さらに
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